
「
岡
目
一
目
」

　

終
戦
直
前
、
ア
メ
リ
カ
軍
は

高
山
市
上
空
で
爆
撃
予
告
の
ビ

ラ
を
撒
い
た
。

　
「
日
本
国
民
に
告
ぐ
」
と
し

て
、「
爆
弾
に
は
目
が
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
ど
こ
に
落
ち
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
」
と
あ
る
。
し
か

し
落
と
さ
れ
る
前
に
終
戦
と
な

り
、
高
山
は
危
う
い
と
こ
ろ
で

助
か
っ
た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
の
敵
は
あ
な
た

方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た

方
を
戦
争
に
引
っ
張
り
込
ん
で

い
る
軍
部
こ
そ
敵
で
す
」
と
も

書
か
れ
、
そ
し
て
「
新
指
導
者

を
樹（
た
）て
平
和
を
恢
復（
か

い
ふ
く
）
し
よ
う
」
と
あ
る
。

し
か
し
結
局
、
広
島
と
長
崎
の

惨
状
と
な
る
。

　

ガ
ン
モ
ン
モ
は
か
つ
て
二

度
、
北
海
道
の
函
館
で
暮
ら
し

た
。
函
館
は
ロ
シ
ア
と
の
縁
が

深
く
、
ロ
シ
ア
正
教
の
教
会

は
「
ガ
ン
ガ
ン
寺
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。
旧
ロ
シ
ア
領

事
館
や
極
東
連
邦
総
合
大
学
が

あ
り
、
ロ
シ
ア
料
理
店
も
あ
っ

た
。
一
般
の
ロ
シ
ア
人
は
、
素

朴
で
親
し
み
や
す
い
人
が
多
か

っ
た
。

　

今
ロ
シ
ア
上
空
で
ビ
ラ
を
撒

き
、「
敵
は
プ
ー
チ
ン
で
す
。

あ
な
た
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
指
導
者
を
樹
て
平
和
を
恢
復

し
よ
う
」
と
言
い
た
い
。

　

ヤ
ケ
ク
ソ
の
核
戦
争
に
な
り

ま
せ
ん
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉 

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
飛

騨
洋
舞
家
協
会
と
の
共
催
で
、

平
成
二
十
九
年
よ
り
元
ボ
リ
シ

ョ
イ
バ
レ
エ
団
ソ
リ
ス
ト
の
世

界
的
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
・
岩
田

守
弘
氏
を
高
山
へ
お
招
き
し
、

ト
ー
ク
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
ト
ー
ク
に
加
え
ソ

ロ
パ
ー
ト
を
踊
る
た
め
の
個
別

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
レ
ッ
ス
ン

を
行
い
ま
す
。

◇
日
時　

　

八
月
十
二
日
（
金
）
午
後
一

　

時
十
五
分
～
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　

プ
及
び
岩
田
守
弘
ト
ー
ク

　

八
月
十
三
日
（
土
）
午
前
九

　

時
十
五
分
～
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　

プ
及
び
個
別
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ

　

ョ
ン
レ
ッ
ス
ン

◇
ク
ラ
ス　

初
級
・
中
級
・
中

　

上
級
（
複
数
ク
ラ
ス
受
講
可
）

◇
参
加
費　

四
千
五
百
円
～

　

九
千
円
、個
別
レ
ッ
ス
ン
五
千
円

※
見
学
・
聴
講
の
み
は
千
円
～

　

千
五
百
円

◇
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、
文
化
会

　

館
な
ど
で
配
布
す
る
チ
ラ
シ

　

又
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://takayam
a-

bunka.org/ballet/
20220813iw

ata.htm
l

　

道
伝
え
の
日
事
業
「
お
月
見

短
歌
会
」
の
短
歌
を
募
集
し
ま

す
。
選
者
に
短
歌
結
社
「
新
ア

ラ
ラ
ギ
」
代
表
の
雁
部
貞
夫
先

生
を
お
迎
え
し
、
仲
秋
の
名
月

に
ち
な
ん
で
「
月
」
を
テ
ー
マ

と
し
ま
す
。

[

募
集
作
品]

・
一
般
の
部　
課
題
歌
「
月
」、
自

由
歌 

各
一
首

・
学
生
の
部　

課
題
歌
「
月
」
一
首

[

応
募
方
法]

・
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
又
は

文
化
会
館
窓
口
へ
提
出
。
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
。（
学

生
の
場
合
は
学
校
名
、
学
年
を

記
入
）

[

締
め
切
り]

・
九
月
九
日
（
金
）

[

表
彰
式]

◇
日
時　

十
月
一
日
（
土
）　

午

　

後
一
時
三
十
分
～

◇
会
場　
文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
歌
会　
表
彰
式
終
了
後
に
開
催

  

（
午
後
四
時
ま
で
）　

H
IKARU

 M
U

SEU
M

 

特
別
展

「
古
代
エ
ジ
プ
ト
展
」

◇
日
時　

開
催
中
～
九
月
五
日

　
（
月
）
午
前
十
時
～
午
後
五
時

※
火
・
水
曜
休
館

◇
会
場　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◇
料
金　

入
館
料
が
必
要

※
日
程
に
よ
り
村
治
笙
子
先
生    

　

の
解
説
や
講
座
、
学
芸
員
に

　

よ 

る
解
説
有
◎
詳
細
は
、
光

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

華
道
家
元
池
坊
斐
太
支
部 

花
展

◇
日
時　

七
月
九
日
（
土
）・
十
日

　
（
日
）
午
前
十
時
～
午
後
五
時         

◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

第
二
十
五
回 

坪
内
流
芸
能
大
会

◇
日
時　

七
月
十
日
（
日
） 

午
後

　

十
二
時
半
～

◇
会
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

 

飛
騨
高
山
「
響
鳴
」

〈
童
心
・
飛
騨
高
山
太
鼓
団
〉

◇
日
時　

七
月
十
七
日
（
日
）

　

午
後
一
時
～

◇
会
場　

飛
騨
セ
ン
タ
ー

◇
料
金　

全
席
自
由 

千
円

◇
販
売
所　

飛
騨
セ
ン
タ
ー
、 

文

　

化
会
館

砂
田
直
規
と
オ
ペ
ラ
の
仲
間
「
想

い
の
う
た
」

〈
飛
騨
高
山
千
人
の
第
九
実
行
委

員
会
〉

◇
日
時　

七
月
二
十
三
日
（
土
） 

　

午
後
二
時
～

◇
会
場　
飛
騨
セ
ン
タ
ー

◇
料
金　

全
席
自
由 

一
般
千
五
百

　

円
／
学
生（
十
八
歳
ま
で
）千
円

◇
販
売
所 

飛
騨
セ
ン
タ
ー
、
文

　

化
会
館
、
コ
サ
カ
楽
器

高
山
市
美
術
展
覧
会
運
営
委
員

会 

第
十
六
回 

委
員
展

◇
日
時　

七
月
三
十
日
（
土
）・

　

三
十
一
日
（
日
）
午
前
九
時
～

　

午
後
五
時（
最
終
日
午
後
四
時
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

写
真
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座

〈
飛
友
会
カ
メ
キ
チ
〉

　

参
加
者
が
撮
影
し
た
作
品
に

対
し
、
プ
ロ
の
方
や
市
写
真
部

審
査
委
員
の
指
導
を
頂
き
ま
す
。

文
化
会
館
窓
口
又
は
文
化
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

◇
日
程　

九
月
十
七
日（
土
）午
後
・

　

夜
間
及
び
九
月
二
十
一
日
（
水
）

　

夜
間
の
三
回　

※
一
回
で
も
可

◇
講
師　

福
谷
昌
巳
氏
、
池
戸

　

比
呂
志
氏
他

◇
締
切　

八
月
三
十
一
日
（
水
）

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

第
５
回 

岩
田
守
弘 

ト
ー
ク
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

令
和
４
年
度
初
心
者
講
座（
追
加
）

昨年のトークの様子

道
伝
え
の
日

お
月
見

短
歌
会

短歌
募集



まん延防止等重点措置により2月27日の公演が中止となった「岡本知高」の再公演

市民文化芸術鑑賞事業 ●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）

新型コロナウイルス感染予防のため、時間変更や中止、延期となる場合があります。体調不良の方は、来場をご遠慮ください。来場の際には、マスクの着用をお願いします。

女声ソプラノの音域をもつ

男性ソプラノ歌手（ソプラニスタ）

岡本知高による

感動のコンサート。
奇跡の歌声を高山で。

岡本知高岡本知高
リサイタル2022リサイタル2022

T O M O T A K A  O K A M O T O
R E C I T A L 2 0 2 2
T O M O T A K A  O K A M O T O
R E C I T A L 2 0 2 2

高山市民文化会館大ホール金7 29

土7 9

午後7時開演/午後6時15分開場

〔一般〕　　　　　　　 4，000円
〔メセナメイト会員〕　　　3，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　1，000円
※未就学児入場不可
※席数減で開催する場合があります

チケット料金（税込） 全席指定

チケット好評販売中

プレイガイド

高山市民文化会館   チケットぴあ【Pコード216-380】
ネット受付（特設ページより） 　
http://takayama-bunka.org/fa/20220729okamoto.html

ワンコイン500円で映画を楽しめます
！ワンコインシネマ

プレイガイド 高山市民文化会館と当日会場入り口

高山市民文化会館小ホール

ワンコインシネマ共通チケット好評販売中

全席自由 500円
（ワンコインシネマ1回券）

①午前10時～②午後2時～
（開場各回30分前）

　
　
2020年・104分 日本語音声・字幕なし

©2020「相撲道～サムライを継ぐ者たち～」
製作委員会

国技として日本人の暮らしに深く根付いている相撲の世
界。不屈の精神で「相撲」と闘い続けるサムライたちの生
き様を描いた唯一無二のドキュメンタリー

相撲道～サムライを継ぐ者たち～

http://takayama-bunka.org/
fa/20220709sumodo.html

土7 23
奥飛騨総合文化センター

①午前11時～②午後2時～
（開場各回30分前）

　
　
2021年・133分 日本語音声・字幕なし

© 2021年「お終活」製作委員会

仕事や子育てが一段落した熟年夫婦の騒動をコミカル
に描いたドラマ。熟年離婚寸前の夫婦が、終活フェアを
きっかけにこれまでの自分たちを見つめ直す。

お終活～熟春！人生、百年時代の過ごし方～

http://takayama-bunka.org/
fa/20220723syukatsu.html

高山市民文化会館大ホール土9 3 午後3時開演/午後2時15分開場

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　　 500円
※未就学児入場不可
※席数減で開催する場合があります

チケット料金（税込） 全席指定 発売日

7月2日（土）

プレイガイド

高山市民文化会館　
飛騨市文化交流センター
チケットぴあ【Pコード220-923】
ネット受付（特設ページより） 　
http://takayama-bunka.org/
fa/20220903oek.html

メセナメイト先行 発売午前10時～
※午前8時より購入整理券配布
一般発売 午後1時～

（ネット受付 午後2時～）

OEKポッ
プス

宮川彬良
の音楽OEKポッ
プス

宮川彬良
の音楽

Program

宮川彬良（ピアノ） プロフィール
作曲家、編曲家、ピアニスト、東京都出身。父は宇宙戦艦ヤマトなどを手
がけた作曲家の宮川泰。東京藝術大学在学中より劇団四季、東京ディ
ズニーランドなどのショーの音楽を担当。
その後数多くのミュージカルなどを手掛け、舞台音楽家として活躍。代表
作「身毒丸」「ハムレット」「マクベス」「家なき子」「星の王子さま」「欲望と
いう名の電車」など。1996年「身毒丸」で第４回読売演劇大賞・優秀ス
タッフ賞を受賞、2000年「ミラクル」で東京芸術劇場ミュージカル月間優
秀賞を受賞。2005年「ハムレット」（再演）で第12回読売演劇大賞・優秀
スタッフ賞を受賞。 2004年には、松平健のショーのために作曲した「マツ
ケンサンバⅡ」が大ブレイク、舞台音楽からヒット曲を送り出した。

アイネ・クライネ・タンゴ・ムジーク
ニューシネマパラダイス
ゴッドファーザー愛のテーマ
シェルブールの雨傘
シンフォニック・マンボ No.5
からたちの花
交響詩「ぞうさん」
風のオリヴァストロ
マツケンサンバⅡ

曲目は変更
になる場合が
ございます。

©PACOスクリー
ンミュー

ジックか
ら

マツケン
サンバま

で


